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成人男性 2 人を被験者として，レーザースキャン測定装置(ボクセラン; NKK-樫村，東京)にて直接生体顔面
と顔面石膏模型を計測し 印象採取時の顔面軟組織の歪を検討した。また，同一被験者から作製した各 5 個の顔面石
膏模型を三次元測定装置にて計測し顔面石膏模型の安定性を検討した。
2) 計測・評価法

















① EP象時の顔面軟組織の歪量はO.2'-"'0. 3rnrn，また，顔面石膏模型は0.1 .-..， 0.2rnrn の偏位量で再現され，顔面石膏模
型は臨床計測上十分な精度を有することが明かとなった。
② 外鼻計測に必要な顔面特徴点をO.3'-"'0. 5rnrn の標準偏差で自動抽出できるようになり，従来の手動抽出に比べ高
精度に，かっ客観的に特徴点を得ることが可能となった。
③ 評価パラメータに曲率を用いることにより外鼻形態を三次元曲面として評価できるようになり，その精度は，曲




② 正常人の左右差は距離計測で、約1.Ornrn ，角度計測で 4 .-..， 8 。であり，この結果は外鼻の対称性を判断する 1 つの基
準として利用できると考えられた。
3. 片側性唇裂鼻症例と正常人を比較した。
① 従来までの定性的に把握されていた鼻翼の流れや鼻翼の偏平化など唇裂鼻における形態上の問題点が定量的に示
された。
② 患側だけでなく健側においても鼻翼の偏平化などの傾向が観察され，健側にも形態上の問題点があることが新た
に示された。
以上に示すにように，唇裂鼻症例に対して本システムが有効に応用でき，有用な知見が得られた。
論文審査の結果の要旨
本研究は唇裂鼻一次手術後に残存する外鼻の変形(唇裂鼻)の形態を客観的かっ定量的に評価する方法を開発する
ことを目的としたものである O そこで，高精度の計測ポイントを客観的に得るためにコンビュータ上で顔面特徴点を
自動抽出する方法と，鼻翼部や鼻尖部を三次元曲面として評価するために曲率を用いた外鼻形態の評価法を開発した
ものである O さらに，このシステムを用いて外鼻形態の基礎資料作成を目的として正常人の外鼻形態を観察し，その
上で片側性唇裂鼻の形態上の問題点を検討した。その結果，従来まで定性的に把握されていた鼻翼の流れや鼻翼の偏
平化など唇裂鼻における形態上の問題点が定量的に示されることができるようになった。
このことは唇裂鼻の形成術を行う際に有用な資料を提供できることになり，術式の改善につながるのみでなく，顔
面等の複雑な形態計測にも応用できるものであるO
従って，本研究は博士(歯学)の学位に十分値するものと認められる O
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